
賜西支部創立継會並に秋季大講演會

来る11月24日（日）大阪に於て開西支部創立穂會開催を機とし秋季大講演會，會員懇親
會並に見學會を下記により開催致します。‘追而フ

゜

ログラム詳細は會員各位へ通知し参加申
込を受けます。

期 日

會 少ヨ
笏

昭和15年11月24日（日）， 25（月） 2日間

綿 業 會 館（大阪市東謳備後町3丁目）
［中央電氣倶楽部愛更せり］

11月24日（日）

11月25日（月）

學術講演會

開西支部創立継會

特別

會

I. 

講 演會

員懇親 會

見 べ 學 會

株式會社稗戸製鋼所西海岸工場
第三製鋼工場 黙錬工場 第二線材工場

自

自

自

自

午前9.00

午後·2.45

午後3.30

午後6.30

第四機械工場

2 璽 川崎重 工 業製飯 工 場
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(14) 
(15) 
(16) 

溶剤に依る墜化ヴイニールの補集に闘する研究（第1報及第2：報）

スチロール樹脂の分子量分配状態に闘する研究（第1報及第2報）
チタニウム化合物に闘する研究（第15報）

金局マンガンの電析に就て（第2報）

漆の電氣化學的密膚法 ，
＇

イサチン及びその誘導骰の電解的還元
電氣界面攪胤の研究（第17報）

募土頁岩よりア）レミン酸曹逹の製造法研究（共の1)

金島•}伏態と電氣化學
金蜀酸化物に於ける電氣滲透に就て
有機化合物電解還元匪研究（第2報）
ニトロ•メタン及びニトロ•エタンの電解還元歴

同

同

古河理化研究所

同 上

東京工大建築材料研究所

京都帝大工業化慇数室

東京工大建築材料研究所
大阪府女子専門學校

京大化學研究所

満洲輛金局製造株式會祉

搭土頁岩を原料とするアルミナ製造法概論

馨土頁岩よりアルミナ製造法（其の1)

鉛蓄電池の極板の放電容誠に闊する研究（紐報）

空氣電池の耐寒性場進法に就て 鐵道大臣官房研究所
墜化アルミニウム浴に於けるアルミニウム再結晶の一現象に就て

東京帝大應用電氣化欅及光化慇研究室（鞘鐵中央試験所）

東京工大電氣化埃科
選信省電氣試瞼所第六部

上

上

帝國褻明協會艘田研究室

京都帝大褪學部
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秋 季 大 講 演 會

昭和 15 年I I月24日（日）・25日（月）141 H 

綿 業 會 館 講堂（大阪市東抵hiii後町）
一午前8時fドより合場入口

参加謁（参／J11行へ前以て送附）とりI換へに合Li,'店（バッチ）弟l [I 

, 1：：宜妹愁糾合マ ー ク， 見秤＇：會マーク ＾ぷを交付

午 祇J. D.00 1:2.00 

午 後 1.00 2.10 
（次貝f,1術，油斌欠'•I'滲！！打）

闊西支部創立綿會 午 後 2.3()~. 3.00 

1. -(,j 1-<: 校 ・ 拶

2. 議 事

支fii；設

支部悶

支 部 役
3. 支 部 に 挨 拶

4． 祝
＇

冑

特別講演會 午 後 ，:l.OO - - G.00 

1. 合成化限に於けるカ ー バイドの位凶

2. 枠」：貞店を厭料とするアルミナ穀造法概論

3. ,1脳氣化界E業と工業衣材

蜜員懇親會 l'I午後 （i .:m
11)j 23 n ()])

集 合 午前10.00迄に紳戸製蜆腕I五｝i立場前に集合0こと

訓I戸市‘心脇 濱下車 徒歩 2分

阪神‘rじ車岩屋騨下車 徒歩 7分

省 線灘 謁下車 徒歩 10分

1. 株式會社稗戸製錆所海岸工場見學 午前10.30-12.00
〔丸食用、意アリ〕

2 川崎重工業株式會社製飯工場見學 午後 1.00-- 2.30 
〔訓リゴ製鋼所ヨリ徒歩5分〕

解 散―----

期 日

→ .E 
u 場

11月24日(ll) 受 付
六.x.. 付

學術講演合

立I‘

1̂J 木 ヽILl ̂  I 沿氏

立糸笠 過 報；t·

約 承認、 の ft:

Li選 堺 v_) {’ |: 

東ぶエ菜試肱所 ）＼： 」こ 春 成氏

滴洲駐金励製造株式會祉 内 野 正 ）と氏

磁紗碍陪大度虚部 中i
‘
沿 良 夫氏

於綿業令館食党

参 加 申 込 ． 要 項

申 込 期 8 11月10日迄に‘心氣化底協會瀾：研支部（人阪市北l此北厄�IJ人阪市i:r．架研究所内）へ

費

到祐するやうLII込みのこと

用 第1 H 滋食代1闘， 懇親會毀3 1!11,見浪會設1 [Ll] 
申 込 方 法 伺封振性）IJ紙により上記各會毀又ほ其の合社額を御彿込の」：中込みのこと（振替用紙ほ

必ず1人に付1枚偵用のこと，詢拙込金な整理の都合」月父rf'iの場合と雖も返金せf)

見 學 固 定 員 150名但期HI勺と雖も定只超過の場合は御浙りすることあり

参 加 證 III込受理の方へ参加証を送附す。参加澄は必ず臼場受付にボすこと．

昭和15年11月 ，

社1月1

法人 電 氣 化 學 協 會

電氣化學協會覇西支部設立褒起人



秋季大講演會學術講演要旨

11月24日午前9時 於大阪市綿業會館

（1) 溶剤に依る彊化ヴィニー）しの捕集に開する研究（第1報及び第2報） 自 9.00 

古河理化研究所 佐久1!il 昇氏 中 山 忠 雄氏 (28分）

（第1報） 堕酸とアセチレンとより堕化ヴィニー ルを合成する時， 普通敷％のアセチレンを含有する混合ガス

が得らるいが， 甕化ヴィ ニールは 一13.9℃の沸話を有し， 工業的に究用し碍る低温に於て尚相詣の蒸氣艇を有す

る為で唯箪に深冷法のみに依り液化捕集せんとする時は可成の損失を免れざるに鑑み， 演者等は深冷法に併用すべ

き溶郵j吸牧法に就き＝甕化エチレンを溶剤として用ひ， 温度． 液府の高さ， 氣泡容積等と吸牧との闊係を考究し大

骰良能率を以て甕化ヴィニールを縄猜的に捕集し得たるのみならず未反應アセチレソをも分離し得たるを以て其の

結果に付報告せんとす。

（第2,報）1 堕化ヴィ ニ ール並にアセチレソに依る二甕化エチレンの飽和にl紺し研究せる結果， 飽和状態に於ける

アセチレンモル敷ほ甕化ヴィ ニールの場合の約1/10にして且飽和に達する迄の時間も亦甕化ヴィニールに比し極

めて小なるを以て適はなる條件下に於てほ良能率を以て班化ヴィ ニー ルよりアセチレソを分離することを得たり，

以上の結果に付報告せんとす。

(2) スチロール樹脂の分子羹分配瓶態に闊する研究（第1報及び第2報）

古河理化研究所 佐久Iiil 昇氏 f：]・ 橋 英 哉氏 (28分）

（第1報） スチロール樹脂ほ常温に於ては固埜なるが，70-100℃過より強き弾性を示し更に温度上昇すれば次

第に流勅性を示すに至る。9而して固粒より弾性證に移る翰位遇りは分子f1kの祈大につれ上昇するを以て軟化貼附近に
於ける物理的話性質の温度持性ほ分子址が記状態により大いに影響せらるるものと考へられっ分子址分配状態の相

異る試料に付一定荷重下に於ける変形率， 荷訳除去後の「可復車可朔変形李及抗張力試訟による應｝Jー歪曲線等を

種々の温度に於て比較したる結果に付報骨せんとす。

（第2報）ゴスチチロール樹脂ほ分fitの大小に依るほ勿論． 粘度的に同 一平均分子址を有する韮合閤に於ても分

子祉の分配状態の相述に依り特に物理的， 機械的性質に著しき影密が認めらるるを以て． 本報に於てほ霞合條件特

に溢度及涜度斐化と分子位分配朕態とのI紺係に付研究したる結果を辿べんとす。

(3) 漆の電氣化學的密着法 東京工業大懲建築材料研究所 桁 井 猛氏 (16分）

漆の上成分ウルジオ ー ルは高級フェノール類で溶液に於てほ若干の雷忍性を有し， 陽極に氾氣メッキ的密沼法を

施す事を得る。本；情演に於ては之等に1紺する既往のl窃験結果を綜合報告し， その工業的應用に就き述べる。

. (4) イサチン及びその誘導種の電解的還元（第1報） 大阪府女子縣門限校 櫻 井 武 平氏 (12分）

イサチソを‘心解的に溢元するときはその欣況によつてヂオキシイソドー ル， オキシインドールを網て最後にヂヒ

ドロイソトマ

ールとすることが出来る。 又オキシイソド ー ルの生成に際してはイサヂッド及びイソドキシルを生ずる

ことが分つたっこれらの生成條件に就て報1itせんとす。

(5) 有機化合物電解還元竪研究（第 29報）ニトロ・メタン及びニトロ・エタンの電解還元歴

京都帝國大躾農限部 、ど ）j 盆 二氏 鈴 木 佑氏 (16分）

脂肪族ニトロ化合物の‘心解溢元柄研究のため． その代表的なものとして二1、 ロ・メタン及びニトロ・エクンをボ

ーラログラフ法により研究し， これらの諸性質をニトロ ・ ベソソ
・

ールのそれらと比較椀討す。

（休 憩）
」L拉竺

(6) チタニウム化合物に開する研究（第 15報） 東京l：業）＜熙建築材料研究所 鈴 木 信 一氏 (12分）

TiO,ほSiO,と比較して種灯退味ある性虹を-(iするものであるo例へばSiO�が石英， 1、 リヂマイト． クリス
トバライトの屎像嬰移を示す如くTiO,にも金紅石，板欣チタン， 鋭錐銃の3種の形態があるo轄移速度及温度ほ

色々の條件により支配されるが村者は加水分解條件を災にするチクニア． コロイドに就て此角度から研究した結果

を述べる。

(7) 蓉土頁岩よリアルミ酸曹逹の製造法研究（其の 1) 滴洲輯金屈製造株式令社

内 野 正 夫氏 上 野 至氏 内 「[I 要氏 松 野 吉 松氏 (16分）

珪鞍収ア）どミナ鎖と石灰及曹述との反應に隣する知見， 珪酸烈アルミナ鍍と石灰及曹述との反應機溝を贈])]なし

むる岱にfl滋及アルミナと石灰及曹迄と；成分一成分及四成分問の反應状池店研究し更に酸化鐵等の影響に及ぶ

(8) 蓉土頁岩よリアルミナ製造法（其の 2)

滴洲軽金函製造株式會hit 律 IIl 秀 秋氏 内 野 正 夫氏 (16分）

差� I項沿より輯絋によりてアルミナを製造するに訟り特に注怠すぺき問姐として従来の研究を追補せんとす。
l. 珪酸酸化チクソ等の統酸による溶解牢及削甕思こよる除去李 2. 製造行程中に於ける鐵の溢元及酸化法
3. 水酸化アルミニウム中の硫酸桔の除去法



(9) 鉛蓄電池極板の放電容量に関する研究（績報） 帝國褻明協會嬰田研究室 知 久 健 夫氏(12分）
4月の講演會に於ては，放菌容祉を放電電洗，編解液濃度，極板の細孔の大きさ及びその密度等にて表はす理論

式の珀出と，之を陽極板に闊する放電結果に應用したる取扱の一例につき報告したo依つて更にその編絞として同
型の陰極板に雌する放雷結果に同様の取扱を為したる一例につき報告する。

(10) 空氣電池の耐寒性噌進に就て 鐵道大臣官房研究所 中 村 静 雄氏 富 田 千 三氏(12分）
杢氣電池の耐寒性は主としてその電解液の氷結勁に起因する。現在使用されてゐる甕化アンモソ溶液或は苛性ソ

ーダ溶液に於てほ ー 20℃以下の耐寒性はむづかしい。苛性ソ ー ダ溶液に苛性カリ溶液を順次混合するとその耐
寒性は地大する。苛性ソ ー ダの過砒の編合は最低 ー 40℃程度，苛性カリが過位になれば 一 50℃程度の耐寒性が
得られる。

（置璽：食 休・憩）ー

(11) 金萬マンガンの電析に就て（第2報） 自 1.00 

京都帝國大躾工樅部工業化線数室 岡田 辰三氏 田川 頂勝氏 北岸 元良氏(12分）
箪者等は第 1 報（本誌第 8 拳，第 6 琥振載）としてマンガソ金厖勾析溶液の糾成，霊解液のpH 偵等に就て報召；せ

り。本講油に於ては主として金協マソガン雷析の電流能率と霊豚絞の条11成及びpH偵等の腿係に就て述べんとす。
(12) 堕化アルミニウム浴に於けるアルミニウム再結晶の 一現象に就て

東京帝固大堺工限部應用宙氣化癌及光化恩研究室 組山 直人氏 （沐惰鐵中央試験所）緑川 林造氏 (16分）
次の一現象を観察した。即ち堕化アルミニウムと班化ナトリウム及び熙化カリウムを含む浴に金閲アルミニウム

を入れ， 200℃附近に静匹するときは浴面附近にアルミ ニ ウムの結晶が生ず。此現象の起る時の條件を究め，この
結晶現象の檄術に就て研究したところを報告する。通常のrA1+++�よりもイオソ伯の小さきアルミニウムイオンの
存在に由るものと推論する。

(13) 金属状態と電極電位 東京工業大界露氣化界科 武 井 武氏(12分）
金凪状態に依つて電極露位が異る。加工及び熱歪等を受けた金励の軍（立ほ一般に常態金揺の共よりも卑である。

従つて電位より金局状態が察知される。又霊（立が時間と共に斐化する打様を観察すれぽ金局腐蝕の機溝が推定され
る。本講油に於ては銀，亜錯， マ ゲネシウム， ア ルミニウム等の霊極に就いて持た宜訟結果を綜合して論ずる J

(14) 電氣界面攪鋭の研究（第17報） 京大化界研究所 」：： 田 静 男氏 (1(j分）
(15) 金屡酸化物に於ける電氣滲透に就て 蓮伍省霊氣試瞼所第五部 村 岡1ド人氏(12分）

恩賜登明奨動金に依る第二同合成ゴム登明懸賞募集規程
△題 目 合成「ゴム」の登明
△募集條件

1． 應募褒明は帝國臣民の狡明にして左の各披に該常するものなることを要す。
(l) 本褒明の合成「ゴム」は之に適應せる前合割を加へ，後店理を施して得らるI.ものが現行の）JII硫天然「ゴ

ム」（「エボナイト」を除く）と同程度或は夫以上の性／質を有するものなること。
(2) 本褻明の合成「ゴム」は之に天然「ゴム」或は他人の預明に成る合成「ゴム」を配合せざるものなること。
(3) 本疲明の合成「ゴム」は國西衰源を原料とし共の工業化の望みあるものなること。

2. 應募者は狡明者又は其の櫂利の承栂者にして帝國臣民又は帝國法人なること。
3． 應募狡明に付き特許を受くるの椛利又は特許櫂は應募者に属すr

△授 賞
1. 合格者には恩賜疲明奨励賞牌及恩賜登明奨励金を授輿す。
2. 恩賜疲明奨励金は金翌幽闘を阪度とす。

△募集期限
昭和 16 年 12 月 15「1 阪りとす。

詳細規程は「懸買募集事務」と表記し参錢切手封入中込まれ度し。

昭和10年10 ;j 5日

主 催

東京市麹町悩丸J内・3丁I I 2番地

闘帝國登明協會

雷話丸J内｛｝；り］喜
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